
学校番号 １１０ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合 単位数 ５単位 年次 １年次 

使用教科書 「国語総合」（三省堂） 

副教材等 「古典文法」（京都書房）「新明説漢文」（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年生では、社会人に必要となる基礎的な国語の力を身につけるよう心がけましょう。 

・話し合いや文章記述、発表など、自ら学ぶための主体的な活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く能

力」や論理的な文章を「書く能力」をしっかり身につけてください。 

・古典の授業では、古文・漢文の名作に親しみ、本文の内容だけでなく登場人物の心情などを理解

して味わうために、語彙力や文法の知識を身につけましょう。 

・自ら多様な知識を学び取り、検証し、創造する力を養うための国語力を培いましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場に応じた語句を用い、適切に自分の感情や考えを表現することができる。 

・文章を読み、その内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力と豊かな想像力を活用することができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

様々な言語文化

に目を向け、それ

らに対する関心

を深めるととも

に、表現の効果に

ついての感覚を

磨き、国語を尊重

してその向上を

図ろうとする。 

目的や場に応じ

て、効果的に話し

たり的確に聞き

取ったりして、自

分の考えを、表現

の仕方を工夫し

て述べることが

できる。 

論理の構成や展

開を工夫し、論

拠に基づいて、

適切な表現を用

い、自分の考え

を文章にまとめ

る こ と が で き

る。 

文章の内容を的

確に読み取ると

ともに、その構

成や展開を確か

め、書き手の意

図を捉えること

ができる。 

伝統的な言語文

化及び言葉のき

まり、漢字など

について正しく

理解し、知識を

身につけてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の点検 

（ ワ ー ク シ ー

ト、原稿用紙） 

記述の点検及び

分析 

（ ワ ー クシ ー

ト） 

定期考査 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

（漢字・単語） 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b ｃ ｄ e 

１
学
期 

現
代
文 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

評論 

「本を読むと路に迷う」 

「ネットが崩す公私の

境」 

「自然をめぐる合意の設

計」 

○  ○ ◎ ○ a:評論文に書かれているこ

とを恣意的ではなく、論理

の展開にしたがって理解し

ようとしている。  

c:評論の形式を利用して、

自分の考えを、論理展開を

考えてまとめることができ

る。 

d:筆者の主張について、文

章の構造を理解して、読み

取ることができている。 

e:本文中の語彙や関連する

知識について理解したうえ

で覚えている。 

a:行動の観察・

記述の点検 

c:記述の点検 

d:定期考査 

e:小テスト、定

期考査 

現
代
文 

小
説
を
読
み
考
え
を
深
め
るⅠ

 

「羅生門」 

 

○ ○  ◎ ○ a:小説作品に対して自分な

りの解釈を考えようと取り

組んでいる。 

b:他生徒との意見交換を通

して、自分の解釈・考えを

深めることができる。 

d:登場人物の心情につい

て、根拠を基に読み取るこ

とができる。 

e:慣用句や漢字の正しい使

い方を身につけている。 

a:行動の観察 

b:行動の観察 

d:定期考査 

e:定期考査 

 

「子ブタと未来」 ○ ◎  ○ ○ a:自分の意見を的確に他者

に伝ようとしている 

b:表現の仕方を工夫するな

ど、場に応じた効果的なプ

レゼンテーションができ

る。 

d:文章の内容を的確に読み

取ることができる。 

e:慣用句や漢字の正しい使

い方を身につけている。 

 

a:行動の観察 

b:行動の観察 

d:定期考査 

e:定期考査 



古
典
入
門 

説
話
・故
事
成
語 

「児のそら寝」 

「大江山」 

「漢文の構造と訓読」 

「芥川」 

「漁夫之利」 

「論語」 

 

○   ○ ◎ a:辞書の使い方を理解し、

語句調べや予習ができてい

る。 

d:物語の展開を読み取るこ

とができる。 

e:古典文法の基礎的なきま

りを身につけている。 

a:行動の観察 

d:記述の点検、

定期考査 

e:小テスト、定

期考査 

２
学
期 

現
代
文 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

「マルジャーナの知恵」 

「余暇について」 

 

○  ○ ◎ ○ a: 評論文に書かれている

ことを恣意的ではなく、論

理の展開にしたがって理解

しようとしている。 

c:評論の形式を利用して、

自分の考えを、論理展開を

考えてまとめることができ

る。 

d:筆者の主張について、文

章の構造を理解して、読み

取ることができている。 

e: 本文中の語彙や関連す

る知識について理解したう

えで覚えている。 

a:行動の観察・

記述の点検 

c:記述の点検 

d:定期考査 

e:小テスト、定

期考査 

小
論
文
を
書
く 

「なぜ私たちは労働するの

か」 

 

○  ◎ ○ ○ a：評論文を読んだうえで、

自分の考えを書き表そうと

している。 

c：自分の考えをまとめ、小

論文の形で書き表すことが

できる。 

ｄ: 筆者の主張について、

文章の構造を理解して、読

み取ることができている。 

e: 本文中の語彙や小論文

の書き方について理解した

うえで覚えている。 

a:行動の観察・

記述の点検 

c:記述の点検 

d:定期考査 

e:記述の点検、

定期考査 



現
代
文 

小
説
を
読
み
考
え
を
深
め
るⅡ

 

「富嶽百景」 

「灰色の月」 

○ ○  ◎ ○ a:小説作品に対して自分な

りの解釈を考えようと取り

組んでいる。 

b:他生徒との意見交換を通

して、自分の解釈・考えを

深めることができる。 

d:登場人物の心情につい

て、根拠を基に読み取るこ

とができる。 

e:慣用句や漢字の正しい使

い方を身につけている。 

a:行動の観察 

b:行動の観察 

d:定期考査 

e:小テスト、定

期考査 

古
典 

随
想
・物
語 

「花は盛りに」 

「木曽の最期」 

史話「臥薪嘗胆」 

漢詩 

 

 

○   ◎ ○ a:登場人物や筆者の心情を

想像し、物語の展開を読み

取ろうとしている。 

d: 登場人物や筆者の心情

について、本文中から根拠

を見つけ理解することがで

きる。 

e: 既習の文法的知識や和

歌の技法をふまえ、正確な

口語訳ができる。 

a:行動の観察 

d:定期考査 

e:小テスト、記

述の点検 

３
学
期 

現
代
文 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅢ

 

「グローバリゼーションの光と

影」 

○  ○ ◎ ○ a: 評論文に書かれている

ことを恣意的ではなく、論

理の展開にしたがって理解

しようとしている。 

c:評論の形式を利用して、

自分の考えを、論理展開を

考えてまとめることができ

る。 

d:筆者の主張について、文

章の構造を理解して、読み

取ることができている。 

e: 本文中の語彙や関連す

る知識について理解したう

えで覚えている。 

a:行動の観察・

記述の点検 

c:記述の点検 

d:定期考査 

e:小テスト、定

期考査 



現
代
文 

小
説
を
読
み
考
え
を
深
め
るⅢ

 

「夢十夜」 ○ ○  ◎ ○ a:小説作品に対して自分な

りの解釈を考えようと取り

組んでいる。 

b:他生徒との意見交換を通

して、自分の解釈・考えを

深めることができる。 

d:登場人物の心情につい

て、根拠を基に読み取るこ

とができる。 

e:慣用句や漢字の正しい使

い方を身につけている。 

a:行動の観察 

b:行動の観察 

d:定期考査 

e:定期考査 

古
典 

漢
文
入
門
・和
歌 

万葉集・古今和歌集・新古

今和歌集 

歌論「俊頼髄脳」 

鶏鳴狗盗 

○   ◎ ○ a:現代の日本語と漢語との

つながりを理解し、語彙力

を増やそうとしている。 

d:一文ごとに構造を理解

し、話の展開を読み取るこ

とができる。 

e:重要な語彙・句法を覚え、

口語訳することができる。 

a:行動の観察 

d:記述の点検、

定期考査 

e:小テスト、定

期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力  

c:書く能力       d:読む能力 

e:知識・理解 

 

※ 評価の観点のうち「a 関心・意欲・態度」と「e 知識・理解」については、すべての単元に位置

づけて○印を、またその単元で特に重点的に扱う国語の領域（「b 話すこと・聞くこと」「c 書く

こと」「d 読むこと」）については◎を付している。 


